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はじむうに

食道痛の手術は,そ の遠隔成績をみると, 5年 生存

率が約30%1)と,決 して満足できるものではない。その

理由の一つは,頚 部,胸 部,腹 部 と広い範囲に リンパ

節が分布していること及び食道周囲には合併切除が行

えない重要臓器が存在し, リンパ節郭清の程度に制限

があることにある。そこで食道癌 (ここでは胸部食道

癌に限定したが)の リンパ節転移状況 と遠隔成績,再

発形式,再 発部位などを検討し, リンパ節郭清の問題

点である頚部郭清について検討を加えた。

対象症例

1972年10月より1984年6月 までの11年8カ 月の間に

虎の問病院消化器外科に入院した食道扁平上皮癌は

664211である(表 1).う ち,胸 部食道癌は Iu 664/1,Im

342例,El 131例の計539例であるが,343例 (63.6%)

が切除された。その中で系統的 リンパ節郭清がなされ

た336例について リンパ節転移状況をみた。また,他病

死した症例を除いた298例を遠隔成績 と再発に関する

検討の対象とした。

リンパ節転移状況について

胸部食道癌であれば,占 居部位が Iu,Im,Eiで あろ

表 1 食 道癌症例Ⅲ
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道痛治療上の問題点
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〒105 港 区虎ノ門 2-2-2 虎 の門病院消化器外

科

うとそのリンパ節郭清は同一の様式で行っている。そ

の理由は後述するごとく,転 移率の差はあっても占居

部位にかかわらず上縦隔から腹部まで広範囲に転移が

起りうるからである。われわれの系統的 リンパ節郭清

ヤよ〕匙承9て3いう105, 106, 107, 108, 109, 110, 111, 112,

1,2,3,7,8,9及 び頚胸境界部とも言える腕頭動

脈周囲リンパ節,大 動脈弓内側すなわち広義のBotal‐

10リンパ節を郭清するものである。なお3番を左胃動

脈分枝に沿って細分し,左 胃動脈第 2枝 周囲を3a,第

3枝周囲を3b,第4枝周囲を3cとしたり.腕頭動脈周囲

リンパ節とは腕頭動脈から右鎖骨下動脈起始部の裏面

と気管の間にはさまれ頚部へ連続するリンパ節群であ

る.こ れは木下らの最上 リンパ節,葛 西らのTリ ンパ

節に相当すると思われる.

1.胸 部上部食道癌 (Iu)について

Iu症例40例についての リンパ節転移状況を表 2に

(197210～ 19846)
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表 2 胸 部上部食道癌 (Iu)リ ンパ節転移状況

示した。

以前より,わ れわれは郭清 リンパ節の分類にともな

う誤差を少なくする意味で,よ り大きな範囲としてと

らえるリンパ節領域1)を提唱してきたが,Iuで は上縦

隔 リンパ節領域,胃上部 リンパ節領域に転移が日立つ.

上縦隔の中でも特に腕頭動脈周囲 リンパ節に27.3%の

高頻度の転移をみる.Botal10リ ンパ節を含んだ大動

脈弓内側 リンパ節が30%の 転移率であるが, これは転

移を疑われた症例にのみ郭清されたので高頻度 となっ

たと考える。

表 3 胸 部中部食道癌 (Im)リ ンパ節転移状況
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2.胸 部中部食道癌 (Im)に ついて

Im症 例202例についての リンパ節転移状況を表 3に

示した。Imで は上縦隔 リンパ節領域の転移率が24.3%

と減少 しているが,中 縦隔,胃 上部 リンパ節領域の転

移率が22.3%,34.2%と 増加している。しかし,Im症

例においても腕頭動脈周囲 リンパ節は22.6%と 高い転

移率を示 した。

3.胸 部下部食道癌 (El)に ついて

Ei症例94例についての リンパ節転移状況を表 4に

示した。 リ ンパ節転移は,胃 上部および下縦隔領域に

主体が移るが,Ei症 例においても,腕 頭動脈周囲 リン

パ節は11.9%と比較的高い転移率を示し,無 視できな

い リンパ節群であることがわかる。

リンパ節転移と遠隔成績について

リンパ節転移状況を更に大きな範囲,す なわち胸部

表4 胸 部下部食道癌 (Ei)リンパ節転移状況

(94例)
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と腹部に分け,そ れぞれの転移の有無の組み合せによ

り4群 に分類し,そ の遠隔成績をみた (表5)。298711

全体では 1生率77.4%, 3生 率45,9%, 5生 率32.5%

であった。 4群 の中で最 も遠隔成績が よいのは胸部

(一)腹部 (一)群 ,す なわちnO群である。これに次い

で,胸 部 (一)腹 部 (十)群 ,更 に胸部 (十)腹 部 (一)

群 と予後は悪 くなり,胸 部 (十)腹 部 (十)群 では 1

生率,3生 率,5生 率がそれぞれ52.9%,10.4%,9.4%

と極端に悪 く約半数は 1年以内に死亡している。

ここで,癌の占居部位別に遠隔成績を検討したが(表

6),1生 率では占居部位別にはほとんど差は認められ

ないが, 3年 , 5年 経過 した遠隔時には差がみられ,

Iu症例が Im,Ei症 例より成績が悪 くなっている。

再発死亡例あるいは再発生存例の再発形式を癌占居

部位別に検討した(表7)。再発形式が判明しているも

のは112例 (Iu 15例,Im 65例 ,Ei 32例 )で ある。Iu

症例では15例中 7例 (46.7%)に リンパ節再発がみら

れ,そ の部位は頚部 リンパ節 5例 (33.3%),上 縦隔 リ

ンパ節 3 Trl(20.0%)であった。通常,癌 の末期にな

ると種々の再発形式が混在するが,単
一の再発形式あ

るいは初発の再発形式から他の再発形式が確認される

までに 2～ 3カ 月以上経過しているもののみを取 り上

げると (各欄の ( )中 に示 したが),Iuで は頚部 リン

表 6 癌 占居部位別遠隔成績

1年幸 3年 率 5年 率

23/32 719ク 7/23 304 3/13231%

I m 125/160781 50ノ105476 23′76303

54/77 701 47 10/33303
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パ節再発26.7%,上 縦隔 リンパ節再発13.3%,血 行性

転移は 4例 (26.7%)で あった。換言すれば,Iu症 例

の約25～30%は ,初 回手術時に頚部 リンパ節郭清を

行っていれば,そ の遠隔成績を向上させえた可能性が

あると言えよう。Im症 例65例をみると,15例23.1%に

頚部 リンパ節再発をみているが,前 述したような見方

をすれば,頚 部 リンパ節転移が優位 の ものは 8例

(12.3%)で あり,Im症 例の約10～20%は 初回手術時

頚部 リンパ節郭清を行っていれば遠隔成績を向上させ

えた可能性がある。Ei症例32例では頚部 リンパ節に再

発をみたものは 6例 (18.6%)で あるが,頚 部 リンパ

節転移が優位 と思われるものは 1例 (3.1%)にすぎず,

Ei症例では頚部 リンパ節郭清によって遠隔成績を向

上させ うる可能性は低いと言えよう。

Iu症例の 3生 率,5生 率の悪さは転移 リンパ節の分

布状態の特異性すなわち,上 縦隔から頚胸境界部にか

けて転移が多 く,そ の リンパ節郭清が困難であること

が最も大きな理由と言える。しかし,頚 部の郭清を行

うことにより,症 例によっては遠隔成績を向上させ う

る可能性が残されていると言えよう。

最近,食 道 リンパ節シンチグラフィーを行って食道

の リンパ流を検討 した報告がみられるが,加 藤 らめに

よれば,Im上 部からIm下 部付近に注入して リンパ節

シンチグラフィーを行った場合,腕 頭動脈から右鎖骨

下動脈分岐部,更 に右甲状頚動脈基部付近の リンパ節

が67.6%の 症例に抽出され,更 に頚部へと流れると報

告している。 こ の リンパ節は前述した腕頭動脈周囲 リ

ンパ節に相当すると思われるが, これらは リンパ節郭

表 8 腕 頭動脈周囲リンパ節転移の有無と遠隔成績

転  移 定例数

遠 綱 成 績

1 生 率 3生 率 5 生 率

柳
　　
　
　
，６３

加
　
　
　
　
脚

645%

727

0 / 8   0

4/30   13 3

表9 腕 頭動脈周囲リ

リンパ節転移

頭部

上縦隔

腹部 ・他

血行性転移

局所再発

その他

ンパ節転移症例の再発形成

14例(7働 )  737%(363%)

10 (5)   526(263)

3 (1)   158(53)

2(1)   105(53)

8  (2)      42 1 (10 3)

0

4

1 9例

表 7 癌 占居部位と再発形成

症例 数

リンパ節転移
血行性転移 局所再発 その他

頸  部 上縦隔 腹部・他

5 ( 4 )

3 3 3 ( 2 6 7 )

3 ( 2 )

1 0 0 ( 1 3 3 )
5 (4) 2 ( , ) 2

lm

1 5 ( 8 )

23 1 (12 3)

6 ( 1 2 )

4 6 ( 1 8 5 )
3(1) 30(19) 1 (1)

6 ( | )

1 8 6 ( 3 1 )

1 ( 0 )

3 1 ( 8 )

4 (0) 23(18) 7

計

1 6 ( 1 3 )

: 3 2 ( 1 1 6 )

( 1 4 )

3 ( 1 2 5 )
7(1) ) 3(2)
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表10 腕頭動脈周囲リンパ節転移 (一)例 の再発形式

リンパ節転移      2 0例 ( 1 2例)   3 8 3 ( 2 0 0 % )

頚 部      7 ( 1 )   1 1 7 ( 1 7 )

上縦隔       9(7)   150(1171

腹部・他       7(3)   117(501

血行性転移       30(23)   500(383)

局所再発        8(3)   133(50)

その他        1 5

6 0例

清上極めて重要であり頚部 リンパ節への最も大きな中

継点と考えられる。そこで,腕 頭動脈周囲 リンパ節転

移の有無と遠隔成績 との関連をみると (表8)転 移を

みたものの予後が悪いことがわかる。

腕頭動脈周囲 リンパ節に転移をみた症例の再発死亡

は27例確認されているが,再 発形式の半J明している19

例について再発形式をみると(表9), リンパ節転移が

14例 (73.7%)に みられ,特 に頚部には10例 (52.6%)

に転移をみた。頚部のみ,あ るいは頚部 リンパ節転移

が初発の再発であると考えられたものは 5例 (26.3%)

であり,少 なくとも腕頭動脈周囲に リンパ節転移を認

めたものの26.3%は ,手 術時,頚 部の郭清を行ってお

けば,根 治性がえられた可能性があると言えよう。比

胸部食道癌のリンパ節転移と遠隔成績からみた問題点   日 消外会議 18巻  3号

較対照のために,腕 頭動脈周囲に リンパ節転移をみな

かった症例の再発例で,その再発形式をみると(表10),

頚部の リンパ節には 7例 (11.7%)に 転移がみられた

が,頚 部が初発の再発であると思われるものは 1例

(1.7%)に すぎなかった。このように,腕 頭動脈周囲

リンパ節に転移を認める症例,ま た Iu症例では,頚 部

の リンパ節郭清も併せて行 うべきであると考える。し

かし,頚 部 リンパ節郭清に伴 う合併症すなわち,郭 清

に伴 う反回神経麻癖,縫 合不全誘発の問題,手 術時間

の延長など問題点もある。われわれは,現 在,頚 部郭

清を行 う場合,汁102,汁104の郭清を重点的に行 うが,

術前検査にて頚部 リンパ節転移が疑われる症例には,

両側頚部の副神経周囲の リンパ節を含めた広範囲の郭

清を積極的に行っている。
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